
（別紙３）

～ 7年　3月　21日

（対象者数） 2 （回答者数）
1

～ 7年　3月　21日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
常に危機管理を持ち、定期的に実践訓練の機会を今よりも増

やせるようにしたい。

2
広いスペースを利用した、子供たちが参加したくなるような

プランニングをしていきたい。

3
子どもたちが、自分から進んで学習できるよう、更に工夫し

ていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・地域でのイベントがあれば参加して行きたい。法人グルー

プ内で協力をし、他校のお友達と交流できる機会を増やした

い。

2

安全対策に力を入れていて、道路側ではないところから出入

りをしています。継続し、より安全な意見を出し合いプラン

を立て、実行し、みんなで確認し合い、改善に取り組んでい

きます。

3

○事業所名 あやとりキッズ

○保護者評価実施期間
7年　3月　10日

○保護者評価有効回答数

7年　3月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　29日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域活動が課題となっています。
・平日の交流は時間的に難しく土曜・祝、長期休暇で行うこと

もあるが、半数の利用者様の参加が難しい。

主要道路に面しているため、車の交通量が多く、外での活動を

する場合、安全なところまで車で移動する必要がある。

なるべく出入口付近に車を寄せ、すぐに車に乗れるよう車両

位置と子供たちの動きに意識を向けている。

災害避難区域に位置しているため、定期的に避難訓練を行って

おり、利用者の危機意識を高めています。

帰りの会前に、紙芝居のように説明し、常に訓練のこうどうを

知識づくように学習しています。

療育スペースが広いため、体を動かしやすい。マット運動、

大繩、ランニング、ダンス教室も、伸び伸びと活動できる。

最大限にスペースを使えるよう、1人1セットの机と椅子を

サイドに寄せ、集団活動を充実させている。

個別支援計画の目標に基づいた学習プリントを個々分で作成し

学習面の向上を図っています。

子どもたちが飽きてしまわないように、問題形式を変えたり、

自信がつくような内容を作ったりし、学習を好きになれるよう

工夫しています。

事業所における自己評価総括表公表


